高専クエスト　シナリオ
· この物語に出てくる人物名および建築物等の名前は架空のものであり実際の人物や
建築物とは一切関係がありません。なお、この物語はフィクションです。
色の説明・・・赤→重要点・青→設定、効果音等・緑→永野のコメントや注釈、等
プロローグ　日常から異常への変異
（画面は真っ暗）

キーンコーンカーンコーン（効果音）
（明るくなって、教室の背景）
さとし
「ふー、やっと終わったー。やっぱり９０分授業は疲れるな」

さとし
（僕はさとし、ＮＥＯ高専に入学して数週間が過ぎた。

クラスの子たちの顔もほとんど覚えきたし。
だんだんとこの学校にも慣れ始めてきている）
ピンポンパンポーン

放送
「全校生徒は今すぐ体育館に集合しなさい」

ピンポンポーン

こうや
「おい、さとし。なんだか体育館に集合らしいぜ」

さとし
（この子はこうや。僕の小学校から幼なじみで、大事な友達だ。

運動神経が抜群だけど、ちょっと落ち着きがないのが玉に瑕かな……）
こうや
「また誰かが寮の窓でも割ったのか？　まったく、迷惑な奴もいるもんだ……って、
聞いてるのかよ、さとし！」

さとし
「あぁ、ゴメンゴメン」

「で、なんの話？」

こうや
「……ったく、聞いてなかったのかよ。さとしって時々ボーッとするよな」

「な、メアリー」

メアリー

「時々じゃない、いつも……」

さとし
（彼女はメアリー、最近、ベネチアから帰ってきたという、帰国子女だ。

成績優秀で見た目もかわいい女の子だけど、周りに冷たくて、一人で居ることが多く。
休み時間はいつも本を読んでいる。
でも、こうや的には『ああいう女の子はいい』らしい…。）
さとし
「だからゴメンって言ってるじゃないか。」
「で、何かあったの？　教室にいるのは僕らだけみたいだけど……」

メアリー

「…他の人は体育館に行った……」

こうや
「だぁもう、さとしがボケーっとしてるから、置いてかれたじゃねーかよ。

とにかく体育館にいくぞ」

さとし
「え？　チョット待ってよー」


体育館へ移動

· （体育館内部の背景画一枚用意してほしいです。ここでの会話はそれをバックに

メッセージボックス内で話が展開するみたいな感じで、まだドットキャラは出さないように

と考えています。）

ワカダ

「３人とも～遅いよ～、早く列に並んでね～」

さとし
「あ、若田先生。」

「いきなり全校生徒が体育館に集合だなんて。いったい何があったんですか？」

ワカダ

「いやぁ～、そのぉ～、……実は僕も知らないんだよね～。

校長先生からとっても重要な話があるらしいんだけどね～。

あ～、それじゃ私は前に集まるみたいだから、私語をしないで聞くんだよ～。」

（ワカダ先生の顔グラフェードアウト）

メアリー

「コウヤ、どうやら窓ガラスの話ではないようね……」

こうや
「なーんだ、つまんねぇな。

……でも、校長じきじきに話があるなんていったいなんだろうな」

さとし
「そうだね。校長先生って普段の集会にも出ないしね」

あれこれ話している間に校長先生が前に出てきた。
メアリー

「二人とも、静かに。話、始まる……」

校長

「えー、皆さんこんにちは。今日、皆さんに集まっていただいたのは……」

バーン（効果音入れられるならここで）
校長先生が話そうとしたその時！

いきなり体育館の扉が開き、
何か筒状の物が投げ込まれた。
そして、そいつから大量の煙が吹き出したのだ。
校長

「な、なんだこれは！誰か、だれか早く……」
バタッという音とともに校長先生は倒れた。

周りの生徒も同じように次々と倒れていく。

さとし
「こ、校長先生！　一体これはなんなんだ！？
と、とにかく、みんな。煙を吸い込まないようにハンカチで口を塞ぐんだ！」

しかし時はすでに遅く、
煙は体育館内に立ち込めており、さとし達も次第に意識が薄れていく。

さとし
「くっ、もう、ダメか……。……あれは……？」

意識がもうろうとする中、さとしは光るなにかを見るのであった……。
（ここで画面が暗くなる）
？？？

「……し、……とし、……さとし！」

（ここで画面が寮の部屋の風景になる）

メアリー

「さとし、大丈夫……？」

さとし
「……うーん、よく寝たー。もう点呼の時間？」
（ワカダに助けてもらったことにする）
こうや
「さとし、寝ぼけてる場合か！　まったく、お前はいつでもマイペースだな」

ワカダ先生
「まあまあ、こうや君。そんなに怒らなくてもいいじゃないか～。

さとし君、大丈夫かい～？　どこか痛いところはないかい～？」

さとし
「はい、大丈夫ですけど……あれ？

ここは僕の部屋だ。……どうなってるんだ？」

こうや

「そうだそうだ。

確か、俺たちは体育館で気を失ったはずなのに…

なんでこんなところにいるんだよ！？」
さとし
「先生は何かご存じないですか？」

ワカダ先生

「えぇ～と、あのぉ～、それは～…」

こうや

「ひょっとして何か知っているんスか？」
ワカダ先生

「…いやぁ～、実はあの後、そのぉ～、いろいろあって。

命からがらここまで逃げてきたんだよぉ～」

さとし
「いろいろって、一体何があったんですか！？」
ワカダ先生
「まぁ～、そのぉ～。……いろいろだよ」

そのとき、ワカダ先生の目つきが少し厳しくなったように見えた。

メアリー
「二人とも落ち着いて……。とにかく助かってよかった……」

さとし

「それは……そうだけど……」

こうや

「そうだ、先生。他のみんなはどうしたんスか？」

ワカダ先生

「残念ながら～助け出せたのは……君たち三人だけなんだよ……」

さとし

「そ、そんな…じゃあ他のみんなは……」

ワカダ先生

「うぅ～ん、ちょっと今は分からないなぁ。無事でいてくれるといいんだけど……」

こうや
「…しっかし、誰がいったいこんなことを……」

ワカダ

「それがぁ～どうやら、米川先生らしいんだ」

さとし
「よ、米川先生が！？　

でも、なんで米川先生がこんなことをしたんですか？」

ワカダ先生

「う～ん～、それについては分からないんだな～」

さとし
「そうですか……でも、これからどうしましょうか？
このままじっとしている訳にも行かないでしょうし……」
ワカダ
「そうだねぇ～、とにかく玄関前にある宿直室に行ってみようかぁ～」
「あそこなら、校内ＬＡＮにつながっているパソコンがあるから何か分かるかもしれないしぃ～」

さとし

「そうですね、とにかく情報を集めないと」

こうや
「そうと決まれば、いますぐ行こうぜ！」
メアリー
「ちょっと待って……」
こうや

「どうした？　メアリー？」

メアリー
「一応、念のために武器を持っていくほうがいいと思う……」

さとし

「確かに…。米川はもう、僕たちが逃げたことに気がついてるかもしれないな」
「そういえば、確かこの辺に木刀があったような……」
こうや

「なんでそんなモン持っているんだよ！」

さとし

「むかし、剣術やってただろ。それでさ」
こうや

「え……でも確か、それは封印していたはずじゃあ……」

さとし

「……あ。あった、あった。それじゃ、行きますか。先生」
こうや

「おい、さとし！　本当にいいのかよ！」

さとし

「仕方が…無いよ…。非常事態なんだし。」

「それに、いつまでも昔のことを引きずっていく訳にも行かないだろ……」

こうや

「…………」

さとし

「とにかく、宿直室に行って状況を調べないと！」

メアリー

「うん……」

ワカダ
「じゃあ～、行くよ～。みんな、十分注意してね～」

（ワカダ＆さとし＆こうや＆メアリーを連れてチュートリアルステージに移動）

（４人のドット絵が欲しくなります、グラフィッカーは大変になるかも・・・）
（ドットは表示せずにメッセージボックスだけで会話を進行）
（チュートリアルステージに移動、さとしはドットでステージ上に）
さとし
「うわっ、な、なんなんだ、このロボットは！？」
ワカダ
「うぅ～ん、どうやら米川の手先みたいだねぇ～」
こうや

「やっぱり俺たちがここに隠れていることがバレたってことか！？」

メアリー
「……予想していたとはいえ、こんなにも早いとは……」

さとし

「ど、どうしよう……。そうだ！　この木刀でやっつければ……」

ワカダ

「さとし君、あぶないから止めなさい！」

さとし

「で、でも、先生。このままだと捕まってしまいます！」

メアリー

「サトシの言うとおり……。ここはサトシを信じるしかない……」

ワカダ

「し、しかしだなぁ……」

こうや
「大丈夫っスよ、先生。本気のさとしは本当に強いっスから。」

「ここはさとしにまかせましょう」

ワカダ
「うぅ～ん……」

「さとし君、本当に大丈夫かい？」
さとし

「はい、いけると思います」

ワカダ

「……じゃあ、君に任せよう」

さとし

「分かりました」

ワカダ

「あ～、そうだ！　アドバイスをするぐらいは出来ると思うけど、どうする～？」

さとし

（どうしよう、先生にアドバイスしてもらおうか？）

いる　（１）
いらない　（２）
（１のとき）
さとし

「それではお願いします」

メアリー

「サトシ、気をつけて……」
さとし

「うん、大丈夫だよ。メアリーたちは危ないからさがっててね」
メアリー

「わかった……」

さとし

「じゃあ…行くぞ！」

チュートリアルスタート

（その間に色々な説明をワカダから受ける　例．ライフゲージの説明とか色々。）

（ここは設定とかがきっちり決まってから書こうと思ってます）
チュートリアルボス戦

さとし

「よし、もうすぐ宿直室だな」

ロボ

「ダッソウシャ、ハッケン、タダチニ、ホカクスル。」

（ガシャン）

さとし
「な、なんなんだこれは！」

メアリー
「閉じ込められたみたい……」

むさし
「どうやら、あのロボットを倒さないと開かないみたいだな……」

ワカダ
「と、とにかく、こんな所で捕まるわけにはいかない！　もう一息だ、頑張ってくれさとし君！」

さとし

「はい！」
ボス戦スタート

ボス戦終了

さとし

「よし、倒したぞ！」

むさし
「やったな、さとし！」
メアリー

「…さとしの割には上出来ね……」

さとし

「ありがとう……って、ほめられてるのかな？」

こうや

「ま、細かいことは気にすんなって」

ワカダ先生

「あ～、ちょっといいかな～。今、色々調べてみたんだけど

その～、どうやらこの学校は完全に隔離されているみたいなんだ～。」

※に飛ぶ
（２のとき）

さとし

「大丈夫ですよ、先生。」

ワカダ

「そうかい～？」

メアリー
「…逆に、邪魔になる……」

ワカダ

「ひ、ひどいよ…メアリー君」
こうや

「おいおいメアリー、あんまり先生をいじめるなよ～。

それより、さとし。いいんだな……」

さとし

「くどいよ、こうや」

「とにかく今は宿直室に行こう！」

こうや

「そうだな…。じゃあ頑張れよ」
さとし

「…うん。危ないから、こうや達はさがってろよ」

こうや

「ああ。気をつけろよ……」

さとし

「うん」

「…じゃあ、行くぞ！」
チュートリアルスタート

（説明なしでそのまま進む）

チュートリアルボス戦

さとし

「よし、もうすぐ宿直室だな」

ロボ

「ダッソウシャ、ハッケン、タダチニ、ホカクスル。」

（ガシャン）

さとし

「な、なんなんだこれは！」

メアリー

「閉じ込められたみたい……」

こうや
「どうやら、あのロボットを倒さないと開かないみたいだな……」

ワカダ

「と、とにかく、こんな所で捕まるわけにはいかない！　もう一息だ、頑張ってくれさとし君！」

さとし

「はい！」
ボス戦スタート

ボス戦終了

さとし

「よし、倒したぞ！」

こうや
「やったな、さとし！」

メアリー

「怪我はない……？」
さとし

「うん。大丈夫だよ。　それよりも先生、何か分かりましたか？」

ワカダ先生

「うぅ～ん、それがだねぇ……。

その～、どうやらこの学校は完全に隔離されているみたいなんだ～。」

※に飛ぶ

※

さとし

「そ、それは、一体どういうことですか！？」

ワカダ

「あぁ～、それがね～、ヨシカワ先生が作ったバリア装置のせいで学校外へ

通信が出来ないようになっているみたいなんだ～。

おまけに～ここから出ることも～、入ることも出来なくなってるんだ～。」
こうや

「と、言うことは。俺たちが助かるにはそのバリア装置を解除しないと

いけないってことかよ。」

ワカダ

「その通り～。それと…他の生徒たちについてだけど～。

助けようにも、そんなことをしたら、また捕まってしまうかもしれないし……。

バリア装置を解除しないことにはどうにもならないし～。

だから～、私はここを拠点として、バリア装置を解除したほうがいいんじゃないかな～

と思うんだけど～」

こうや

「なるほどな、少数精鋭ってことか」

メアリー

「…精鋭とは言いがたい……」

こうや
「……言っとくけど、お前も少数に入ってるからな」
さとし

「とにかく、そうと分かればさっそく解除に行きましょう。

セキュリティー装置はどこにあるんですか？」

ワカダ

「あ～セキュリティー装置は全部で普通科教室棟、機械科棟、物質科棟、電気科棟、環境科棟

そして、テクノセンターの６ヶ所に設置されているみたいなんだ～」

//（変更するかも）
さとし

「なるほど、じゃあ、ここから一番近い普通科教室棟のバリア装置を

解除しに行ってきます」
こうや

「おい、さとし、ちょっと待てよ。何も出来ねぇかも知れないけど、俺も行くぜ！」

メアリー
「……ワタシも行く……」
さとし

「あ、危ないからダメだよ！」

こうや

「いや、さとしがなんと言おうと俺は行くぜ！

じっとなんかしてられねえよ！」

メアリー

「それに、サトシを一人にするほうがよっぽど危ない……」
さとし

「なんだよ、それ！」

ワカダ

「まぁ～まぁ～、３人とも～喧嘩しない～。」

「こうや君、メアリー君。これから行くところには、さっき以上の危険があるかもしれないんだよぉ～？　

それでも、行くのかい？」

こうや

「おう！」

メアリー

「うん……」

ワカダ

「そうかい……。　さとし君、二人も～それなりの決心があるみたいだしぃ～、連れて行ってはどうかなぁ～」
さとし
「そこまで言われると……」

「分かりました……。一緒に行きます」

ワカダ

「いやぁ、良かったよ。実は僕もちょーっと心配だったんだよねぇ～」

さとし

「せ、先生まで……」

こうや
「まあまあ。とにかく、早いところバリア装置を解除しに行こうぜ！」

「他のみんなも気になるしな」

メアリー

「そうね……」

ワカダ

「あ～、そうそう、これを持っていきなさい」

さとし

「何ですか先生？」

ワカダ

「即席で作った通信機だよ～。いろいろ機能を付けちゃって

君たちのほうから、こちらへは掛けることはできないけど～
何かの役に立つかもしれないしねぇ～」
さとし

「ありがとうございます。先生はこの後どうするつもりですか？」

ワカダ

「私はここから色々と調べてみるよぉ～。寮のセキュリティーも強化して安全な拠点にしないとねぇ～

さとし

「分かりました」

ワカダ先生

「それじゃあ～、十分に気をつけるんだよ～」

さとし

「はい、それでは行ってきます！」

ステージ選択画面に飛んで普通科教室棟にいけるようになる。そしてそれを選択して


１ｓｔステージスタート

１ｓｔステージ　ヨネカワの本当の狙い
（普通科教室棟の一枚絵をバックに会話）
さとし
「よし、普通科教室棟についたぞ！」

メアリー

「……外部からの変化は見られない……」
こうや
「確かにいつも通りだな……。まぁ、逆にそれが怪しいんだけどな」

さとし
「そうだね。とにかく、怖いけど入ってみよう」

（棟内に入る。ここからはステージ画面に移りメッセージボックスで会話）
さとし

「うわっ！？　なんだこれは！！」
（敵がたくさんいるところに画面がスクロール）
普通教室棟の中に入ってみると中は不気味な生命体やロボットがうじゃうじゃしていた、
また、建物の広さも通常の３倍以上大きくなっているようだった。
ピピッピピッ
さとし
「あ、ワカダ先生から通信だ」

ピッ

ワカダ

「あ～、さとし君かい？　どうやら普通科教室棟に着いたみたいだね～」
さとし

「え？　何で分かったんですか？」

ワカダ

「実はこの通信機に発信器を付けておいたんだよ～」

さとし
「なるほど、そうだったんですか」

「ところで、いま普通科教室棟の中に入ったんですが……

どうも広くなってるような気がするんですよ」

ワカダ先生

「あ～、もしかしたら～、それはヨネカワが開発してた、

『４次元空間発生装置』かもしれないな～」

こうや
「なんっスか？『４次元空間発生装置』って」

ワカダ

「う～ん、僕もよく原理は分からないんだけど、４次元空間を発生させて
もとある空間を大きくするらしいんだけど～」

メアリー

「…ドラ●もんのポケット……」

こうや
「あー、なるほど。大体分かりました」

さとし

「そんなことより、セキュリティー装置はどこにあるんですか？」

ワカダ

「どうやら、（どこにあるかはステージ設計さんと話して決めます）にあるみたいなんだ～。」

さとし
「分かりました、じゃあ、早速行ってみます。」

ピッ
さとし「よし、行くぞ！」

（１ｓｔステージスタート。このままボスのいるところまで行く。）

ボス戦

？？？

「オーッホッホッホ、来ましたわねコワッパめ！」

さとし
「誰だ！！」

（スイタ登場。登場方法はお好きなように。）

スイタ

「まぁなんて失礼な、名前を聞くときはまず自分から名乗るものですわよ。

まぁ、いいですわ。アタクシの名はスウィータ、ヨネカワ閣下の忠実なるしもべ。

人はみな恐れてアタクシのことを『殺戮の黒い薔薇』とよびますわ～」
ピピッ（通信が入る）

ワカダ先生

「さとし君～、どうやらセキュリティー装置の近くに着いたみたいだね～」

さとし

「そ、それが……吹田先生を見つけたんですが、様子が変なんです」

こうや

「そうなんだよ、先生！　なんか変な眼鏡みたいなもの掛けてるし……」

ワカダ先生

「う～ん、さとし君。通信機を吹田先生に向けてくれないかい～？」

さとし

「分かりました」

さとしは、ワカダ先生に言われたとおり通信機を吹田先生に向けた

ピー　ガー　プルルルルー（モデムの通信時の音あったらうれしいな）
チン

ワカダ先生

「どうやらスイタ先生は～、こうや君の言っていた

眼鏡からの怪電波によって洗脳されてるみたいだ～」

メアリー

「…洗脳されて、頭がおかしくなってる……」

さとし

「なるほど。たしかにヨシグチ先生ってあんなのじゃないしね」

こうや
「それにしてもよ、殺戮の黒いバラだぁ？　

プッ、よくあの顔でそんなこといえるよなー」

スイタ

「ムッ、貴方たちいまワタクシの事を笑いましたわね！

ムッキィイィイ～、さっきの失礼といい、許しませんことですわよ！！
これでもお食らいなさーい！！」
ドーン（さとしが飛ばされる）

ワカダ
「大丈夫かい！　さとし君！」
さとし

「だ、大丈夫です。しかし、一体どうすれば……」
ワカダ先生
「う～ん……やはり、吹田先生を元に戻すには眼鏡を破壊するしかないみたいだねぇ～」

さとし
「そうですか……。分かりました、吹田先生には悪いけど本気で行きますよ！」

（ここでバトル突入）

（体験版はここまで）
バトル終了

さとし
「吹田先生大丈夫ですか？僕が誰だか分かります？」

スイタ
「うぅ、う～ん……。ハッ！ここはいったいどこや？　なんでボクはこんな所に……
確か、自分の研究室で明日の授業についてのギャグを考えてたら、いきなり誰かに連れ去られて……
その後、変な眼鏡を掛けられて……そのまま意識がのうなって……。
それよりもキミらどうしたん？　なんでこんな所に？」

さとしは若田先生に聞いた事とこれまでの一部始終を話した。

スイタ
「そうやったんか……。ボクは一体なんてことを……。本当に申し訳ない！！」

さとし
「いえいえ、いいんですよ。先生は洗脳されてたんですし、仕方ないですよ」

メアリー

「さとしの言うとおり、気にする必要はない……」

スイタ
「あー……でも、本当に悪かったなぁ」

「それにしても、あの米川がそんな事を……ん？　ヨネカワ？　そう言えばなんか忘れているような……」

さとし
｢なんですか？先生？｣

スイタ
「米川……よねかわ……。あ！　思い出した！　この前の職員会議で米川が執拗に寮生について愚痴っておってな。

その後、一緒食事したら『いつか寮生に復讐してやる』とか言ってたなぁ。

彼とは結構長い付き合いやけど、その時の目は真剣やった。

そや、まるで学生時代にやっていたボクシングの試合のときのようやった……」

こうや
「へぇ～、米川先生ってボクシングやってたのか」

メアリー
「…ネコパンチ……」

さとし
「その話は置いといて、何で寮生に対してそんなに恨みがあるんですか？」

スイタ
「３年ほど前かな～、きみらの今の４年生の先輩達が２年生の頃の話や。

どこかの寮生が消火器を握力計だとかいって、思いっきり握って消火剤を思いっきり

廊下に撒き散らしたんよ。もう、大変だったわ。火災報知機が鳴って消防車が来たりしてのお。

それからやな、米川が寮生に対して恨みを持つようなったのは。
ことあるごとに呼び出されて、謝って、その繰り返し。相当頭にきてたらしいで」

メアリー
「だから、ハ……」

さとし
「メアリー、それ以上言わないほうがいい……。先生ってのも大変なんだから」

こうや
「なるほど、それで精神的に追い詰められた米川は最後の復讐にと
こんなことをやったって訳だ」

さとし
「それにしては大袈裟だとおもうんだけど……　？　どうしたのメアリー？」

メアリー
「…バリアを解除する必要がある……」

さとし
「あ、すっかり忘れてた」

（奥の機械に向かってプレイヤーが行く）
さとし
「……これかな？　ここをこうやって……」
ブゥウゥゥン……という音と共に機械が止まった。

さとし
「よし、一つ目は解除だな。

さて、ここも危険だから出ましょう。さあ、先生も一緒に……」
（画面が暗くなって、寮に戻る）

▼入部版はここまで。
・・・・・・・・続きは手伝って・・・・・・・・・・・

